
唯研年誌第28号を読む会

3月25日(月)

13時～15時半

エクセレンス吉祥寺4A
（東京都武蔵野市吉祥寺南町1-8-10）

およびオンラインのハイブリッド

コメント

笠原恵美さん
（東京農工大学大学院博士課程）

関耕平さん
（島根大学）

【主催】『唯物論研究年誌』編集委員会

【連絡先】labokiohara@gmail.com（編集幹事：梶原）

• 年誌28号をご持参ください。
• 対面とオンラインのハイブリッドです。
• 人数把握などのため、右のQRコードから事前の登録をお

願いします。非会員の方も参加可。3月23日締切。
• 対面参加をご希望の方は、会場定員の関係でお早めに申し

込んでください。
• 対面参加の方にはお茶菓子を用意します。当日、カンパを

いただければ幸いです。

コロナ禍などでこの間開催できていなかった「唯研年誌を読む会」を再開します！
とりあげる第28号では、特集「エコロジーからの抵抗―支配と抑圧を乗り越える」に
て、エコロジーの危機を解決するには資本主義と市場そのものの変革が求められる
ことを明らかにしています。今回の「読む会」では、エコフェミニズムを研究されてい
る笠原さん、地域経済やアグロエコロジーの実践について研究されている関さんにコ
メントをいただき、民衆の立場からのオルタナティブを考えます。非会員の方の参加
も歓迎します。
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